
はじめに

この研究は､酸性雨による森林衰退の代表例となっている丹沢大山のモミ

原生林をフィール ドにして､酸性霧による森林衰退発現のメカニズムを総合

的に解明し､さらにこれに基づき森林再生の為のプログラムを提案すること

を目的として､2003年度から2006年度まで科学研究費基盤研究(A)として文

科省の補助を得て実施されたものである｡この研究において当初に研究目標

としたのは次のようなことである｡

酸性霧によりモミから溶脱する成分を明らかにする｡特に､カルシウムと

ホウ素に注目し､さらにこの時､細胞壁から流失する糖類の分解生成物との

関連についても解明する｡また､モミ苗木枝-の暴露実験を行ってフィール

ドのデータと対応させ､植物応答の詳細を明らかにする｡特に､細胞膜に固

定されたカルシウムが重要なので､酸の暴露によりどれだけ､どのような時

期に､どのようなメカニズムにより減少するのかを解明する｡丹沢ではモミ

は枯れてもスギは枯れない｡また､ブナは大山後背地札掛のモミ原生林とほ

ぼ同時期に枯れ始めており､同じ原因によることが予想される｡そこでこの3

種の樹種の酸性霧に対する応答の類似性と差異をフィール ド観測と暴露実験

により解明する｡以上に基づき､衰退を止めるための大気汚染規制の目標を

明らかし､現状で可能な森林再生の施策を検討する｡

この目的のために､丹沢大山を主なフィール ドにした井川のグループと枯

物生理学的な衰退機構の検討を行う桜井のグループが協力して研究を行った｡

井川のグループでは丹沢大山の大気汚染および霧の現状をまず明らかにし､

ついでその影響をフィール ドでの林外雨と林内雨の測定値の比較と擬似酸性

霧の暴露試験により､衰退機構を検討した｡特にその植物生理学的検討にお

いては､大気環境化学を主な研究分野とする井川のグループは植物生理学を

専門分野とする桜井と緊密にディスカッションを行った｡また､桜井のグル

ープでは､霧の発生しない地域でも枯れが見られることから､植物葉上で発

生する露の中に溶け込む酸化性物質の影響について検討した｡

この研究の実施により､当初の目標は達成したと思われるが､自然現象が

関与するために問題は極めて奥が深い｡深刻な問題ではあるが､サイェンス

として興味深い点を数多く有している｡今回このように我々の研究の現在の

地平をまとめて提示することは､新たな研究の発展の基礎となっていくこと

を期待したい｡
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｢総合世界/日本地図｣より

丹沢の植生
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丹沢大山の
モミの

立ち枯れ

霧の中の立ち枯れのモミ

パッシブ霧採取器とサンプリング風景

立ち枯れのモミ



立ち枯れの見られないブナ林(堂平) 視程の低下した山(鍋割山から望む)

立ち枯れのブナ林(丹沢山周辺)
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